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札幌北楡病院 

 

病院全体の医師数  51 人 

小児科医師数  7 人 (うち非常勤  1 人) 

 

病院全体の病床数  281 床 

小児科病床数(NICU、ベビーを除く)  26 床 

NICU 病床数  0 床 

新生児病床数(NICU を除く)  0 床 

 

NICU としての認定      あり、○なし 

 

平均小児科外来数  14.9 人/日 

平均時間外外来数  0.34 人/日 (小児科医が診察したものです) 

 

年間入院患者数  502 人/年  

年間のべ入院患者数  7,468 人/年 (入院患者数×入院日数) 

年間時間外入院患者数  42 人/年 

 

年間分娩数  0 人/年 

年間低出生体重児(2,500g 未満)数  0 人/年 

極低出生体重児(1,500g 未満)数 0 人/年 

年間呼吸管理患者数 0 人/年 
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